認定実技審査要領「平成３０年度改訂版」
質疑応答
· 柔道整復実技関連
＜審査員の担当について＞
Q.１　
審査員が第１ステーション第２ステーションのどちらを担当するか、というのはいつ分かるか。
A.１
　第１ステーション第２ステーションの担当につきましては、財団の方から指定をさせていただきます。認定実技審査員宛の審査依頼文書にて、どちらのステーションをご担当いただくかを９月中に通知いたします。財団から通知した担当は、個人や審査校の都合などにより変更しないようお願いします。
Q.２　
　財団から通知された自校審査員の担当を変更することはできますか。
A.２

　審査員は、整復のみ、固定のみで資格を認めているわけではないので、変更は認められません。
Q.３
　認定実技審査要領「平成30年度改訂版」のｐ.6　ⅱ口述の部には「自校審査員が口述能力（評価２）に規定する内容の問題を選択し出題する」とありますが、「認定実技審査の実施に伴う審査員への連絡」の文書には「評価１及び評価２の出題の担当は、自校及び派遣審査員が相談のうえ決定してください。」とありますが、評価２の出題者は自校審査員、派遣審査員のどちらになるのでしょうか。
A.３

　派遣審査員担当の場合、方言であったり、同じ質問でも普段と違う問い方により、受審者に質問が伝わりにくいことがあるので、「質問項目及び内容を自校及び派遣審査員が相談し、自校審査員が受審者に質問する」ということでよろしいかと思います。
＜審査会場について＞

Q.１
　柔道整復実技の審査会場の設営について、１つの会場をパーテーション等で区切り、第１ステーションと第２ステーションとするという説明があったが、例えば隣接する部屋を使用して、２つの会場でそれぞれのステーションを設営して審査を実施することは可能か。
A.１
原則としては、審査要領に記載されているとおり、同一室内に第１ステーション、第２ステーションを設営してください。できる限りすべての養成施設が同じような環境での審査となるよう、多少狭くても問題ないかと思いますので、１会場での設営をお願いします。
どうしても１会場では審査の実施が不可能と判断される場合には、財団に一度ご相談ください。
Q.２
柔道整復実技審査会場ですが、審査要領のように1つの部屋をパーテーションで区切るのではなく、隣り合った教室を各ステーションの会場として行ってもよろしいでしょうか。教室前のラウンジを中待合のスペースとし、廊下とラウンジはパーテーション等で区画致します。審査中、教室の扉は開放致します。
A.２　
認定実技審査要領「平成30年度改訂版」のp.3「Ⅰ.総則-６.審査会場の設営」に記載しておりますとおり、「診察、整復・検査ステーション」と「固定ステーション」は同一室内に設営することが原則となっております。 

１教室内でパーテーションで区切っての審査をご検討いただき、どうしても１教室内での実施が困難であると判断される場合には、再度財団までご相談ください。
Q.３
今年度より整復実技審査が２ステーション制となり、審査会場を分けることとなっておりますが、１つの部屋を２つのスペースに分ける必要があるのでしょうか？隣り合った２つの部屋をそれぞれのステーションの審査会場として使用することは可能でしょうか。
A.３　
審査要領にて定めているとおり、第１ステーションと第２ステーションをパーテーション等で区切り、１つの審査会場で実施することを原則としておりますので、可能な限り１部屋での実施をお願いいたします。１部屋での審査をご検討いただき、どうしても教室の大きさ等の都合により１部屋での審査が困難である場合は、再度財団までご連絡ください。
Q.４
実技審査会場のステーションを分ける仕切りは、仕切りではなく幕のようなものでも代用可能か。
A.４
　布のパーテーションのようなものでも結構です。
Q.５　
弊校の３年生は約70人おりますが、実技審査会場を２会場用意して、それぞれに仕切り（幕）を置き、診察、整復・検査ステーションと固定ステーションを設営することでよろしいか。
A.５　
２会場は別会場を用意し、それぞれの会場のステーションは仕切りを置き設営してください。
＜総合評価表の採点について＞

Q.１　
柔道整復実技総合評価表の採点について、第１ステーションと第２ステーションの点数をさらに合計した点数を出す必要があるが、この合計点は誰が記入するのか。
A.１
　各ステーションの点数は各ステーションの派遣審査員にご記入いただき、合計点については、どちらの派遣審査員の方にご記入いただいても結構です。
＜整復・審査内容について＞

Q.１　
患者への説明をする際は、患者の方を向いてしなければいけないか。
A.１
患者への説明につきましては、勉強会の審査DVDの資料では、「患者への説明が適切である」という評価項目について、×をつけてはおりませんが、患者の方を向いて説明した方がより良い、というご意見でした。実際の臨床の場では患者への説明は患者に向かってするのが普通ですので、そのようにご指導いただくのがよろしいかと思います。ただ、審査の際にそれをしていないからといって必ず×になる、というわけではなく、総合的にご判断いただければと思います。
Q.２　
診察・検査ステーションの方で、鑑別がそれほどいらないということと、検査の評価の時に、患側と健側が陽性所見だけでいいということであれば、健側はしないで患側だけでよいか。
A.２
最後の損傷検査につきましては、再度比較をしていただくということが原則になります。健側と患側の比較はしてください。
Q.３　
　内側側副靭帯について、Xサポートの方で、Xのテーピングを３つしているが、２本入れて＊（コメ）印を２本ということではないのか。
A.３
　ブリッジをかけて３本になっております。ブリッジを入れてXにしております。
Q.４　
指の方の骨折・脱臼で、包帯が指先までしかきていないが、あれは長くしてはいけないということか。出ていない方がよいということか。
A.４
固定具（アルフェンス）の長さは、指先から少し出る程度が安全と考えます。また、包帯は審査要領のとおり、患指の指尖部まで施行して下さい（包裹帯でも問題ありませんが、循環と感覚確認は口頭でしっかり行ってください）。
Q.５　
肩鎖関節上方脱臼のテープ固定について、当校では従来通りその後包帯固定も行おうと考えているが、固定の出来上がり等の評価に関しては、テープのみの固定の評価か、包帯までを含めて評価するか。
A.５
　今回からは、実技の方法や固定用具につきましては、こちらで指定させていただくということになっておりますので、「うちではこうする」、というより、ある程度審査要領に沿って審査をしていただく、ということでお願いします。
Q.６　
　固定材料「枕子」の使用について、固定の能力で、１０疾患において「１）固定材料の選択が適切である。」の評価に『枕子』の選択とあります。これらの疾患の中には必ずしも枕子を使用する必要性が考えられないものもあるが、使用しなかったら×になったり評価が出来なかったりするのか。
また、使用が必須であれば、使用例をご教授いただきたい。困っている疾患は、上腕骨骨幹部骨折（ミッテルドルフ）、下腿骨骨幹部骨折、アキレス腱断裂、足関節外側靭帯損傷の４つです。
なお、学校毎の教育内容に任せていただけて、枕子の不使用が評価対象にならないのであればそのようにさせていただきます。
A.６
平成30年度版審査要領では、各養成施設の裁量の幅を狭めるために、ある程度、実技や固定用具を指定した、という趣旨がありますので、固定用具に充分な枕子が装着されているという場合はあるとは思いますが、審査要領に即した審査を尊重いただきたく、お願いいたします。
Q.７　
上腕二頭筋長頭腱の損傷した際の検査を行った後に神経感覚運動の確認をする意味について、平成30年度版審査要領29ページ「実技項目⑨上腕二頭筋長頭腱損傷」の「７）検査後の確認が適切である」の中の「評価：バイタルサイン、声かけ、循環と感覚確認」という記載について、なぜ感覚確認を行うのか、その理由を確認したい。
A.７　
検査後のルーティーンワークとして患者の状態を確認する動作です。臨床では患者は普段と異なる状態があれば認知することができ、術者に訴えるでしょう。
Q.８　
認定実技審査での鎖骨骨折の固定に関して、前年度までは鎖骨部に二つの副子を置き、テーピングをしたあと包帯で八字帯、麦穂帯、三角巾の流れでやっていましたが、今年度から鎖骨部に副子を一つ置き、テーピングをしてストッキネットにて八字帯を行い三角巾で堤肘したあとに変法ジュールを行う予定です。この流れで何か問題があればご指導いただきたい。
A.８
鎖骨骨折の固定は、審査要領では「又は若しくは」という選択的な接続詞の表現になっていますので、全部するということではありません。
また、個別に各校の教育内容の是非（これで問題はありませんか　など）に回答はできません。
Q.９　
認定実技審査要領「平成30年度改正版」P42⑥肋骨骨折〔さらしと厚紙副子固定〕1)固定材料の”さらし”ですが、幅1/2～1/3は折りたたんでも、裂いてもよろしいか。 
また、固定に用いる巻軸包帯ですが、2～8裂（3,4,5,6,8裂を使用予定）の使用不可の裂数はあるか。
A.９　
肋骨骨折のさらしは、審査要領で、幅1/2～1/3としています。DVDでは１反で巻いていますが、問題はありません。
また、「平成24年度版」では指の固定はありませんので、8裂包帯はあまり必要ではありませんでしたが、「平成30年度版」では、指の骨折・脱臼の固定実技がありますので、全裂充分に御用意頂ければと思います。　　
Q.１０　
　整復実技の実技項目のページで、患者の誘導に関する評価に「脱衣」とあるが、脱衣の指示は必須か。DVDでは上半身を脱衣した状態だが、それでもよいのか。
A.１０
季節にもよるので、適宜必要であれば脱衣の指示をする。必須というわけではない。
Q.１１　
前回までの審査では、検査後に診断結果を口述していたが、今回のDVDでは、少し触診をして診断結果を口述し、その後検査をしていた。臨床の場を考えると、検査後に診断結果を口述する方がよいと思うが、従来の順序でもよいか。
A.１１
前回までは陰性と陽性の検査をしていたが、今回からは陽性と陽性の検査をするようになっている。検査①→診断→検査②→診断の流れでも、検査①→検査②→診断の流れでも、どちらでもよい。
Q.１２　
メジャーは必ず使用しなければならないか。
A.１２
メジャーを使用しないと判断しづらい部位については使用がベターである。絶対に使用しないというのであれば、派遣審査員にその旨説明したうえで審査を行ったほうがよい。
Q.１３　
柔道整復実技審査の固定の能力、実技項目⑮の足関節外側靱帯損傷（フィギアエイト・ヒールロックテープ固定）について、認定実技審査要領のP51の上段には（アンダーラップ→アンカー→フィギアエイト→ヒールロック→ロック）と書かれております。この矢印の意味としてはこの順番通り行いなさい。という意味なのか。細かいことを言いますと、当校では、フィギアエイトとヒールロックの順番を逆転して教えてきました。この逆転した順番でも問題ないのか、要領に書かれている通りに行わなければいけないのか。
A.１３
フィギアエイトとヒールロックを逆順で巻く事は、論理的な裏付けがあれば問題はないと思いますが、要領どおりの実施でお願いできればと思います。逆順ですることに問題があるわけではないのですが、ヒールロックはシワが入りやすく、技術的に綺麗に巻くことに熟練を要します。先にヒールロックを巻くことにより、後のフィギアエイトでヒールロックを隠してしまい、評価1-2の６）「固定の出来上がりが綺麗で適切である」の採点に影響を及ぼすかも知れないと思います。
しかし、審査員がしっかりテーピングの状態を確認し、表面的な仕上がりだけを採点しなければ問題ないことと思います。
Q.１４　
本校柔道整復科が今年度の入学生をもって募集停止となります。再来年度は３年生の１学年しか学生がいません。この場合、柔道整復実技審査の患者・助手役はどのような対応をしたらよいか。
A.１４
他学科の学生や、他学科教員、事務職員に患者・助手役をお願いしてください。難しいようであれば、卒業生でも可能です。その年度になりましたら、改めて財団の認定実技担当者までご連絡ください。
· 柔道実技関連
＜審査の実施方法について＞
Q.１　
投の形の出題については、派遣審査員が判断したうえで選択し出題するものであって、カードを引いて出題するというものではない、という認識でよいか。
A.１
派遣審査員が出題することになっております。
Q.２
前回までは礼法とか実技ができなくて口頭試問で、口頭試問の中でできるだけ礼法とかを織り交ぜてもいい、というところがあったが、今回はすべて口頭試問でやるということでよいか。
A.２
　口頭試問は口頭試問、実技は実技と、どちらか一方ということになります。
Q.３　
例えば玉結びの学生が目の前に来たら、焦っているのだろうからもう一回結び直してごらん、というようなことは言いたくなると思うが、そういうところは裁量として許されるか。
A.３
基本的には審査員は話さないということになっておりますが、例えば玉結びでその後の審査に不都合が出てくる、あるいは危険だ、という場合には、結び直しなさいということを言っていただいて、そして評価項目の評価１の１「柔道衣の着方」を×にする、ということで結構だと思います。
Q.４
１年生と２年生が女子１名しかおりません。柔道実技審査は原則同性での組合せとなっておりますが、この場合はどのような対応をしたらよいでしょうか。
A.４
柔道の授業の際にペアになっている学生（男女問わず）がいれば、その方を相手役にしていただいて構いません。審査が始まる前に、事情を派遣審査員にご説明ください。
＜評価について＞

Q.１　
１３点以下はコメント記入となっているが、柔道のC評価は総合得点２９点以下なので、１４点以下はコメント記入、になるのではないか。
A.１
　審査要領に記載されている通り１３点以下でお願いします。
Q.２　
前回は一方の審査員がF評価にした場合は２名の審査員で話し合うということもあったが、これからは１名がF評価と判断すれば、それはF評価として判断する、ということでよいか。
A.２
　F評価に該当する場合はF評価としてください。
Q.３　
柔道実技の評価で、〇はできた、×はできない、評価できないは‐（ハイフン）だが、「できない」と「評価できない」はどういう違いなのか。また、棄権となった場合はどうなるか。
A.３
できないというのは、やっているにもかかわらずできていない、ということなので、「できた」は８割９割で〇が付きますが、他のものは×になります。時間が足りなくて「しなかった」というものには「‐」を付けるということになります。また、その場でケガをして棄権した場合も「‐」が付きます。
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